
 

 

 

 

令和７年度 橋北中学校 ４月の様子をお届けします 

４月７日（月）、着任式と始業式が行われました。

新２・３年生の生徒は少し緊張しながらも、落ち着

いた様子で式に臨んでいました。始業式では新３年

生が昨年度取り組んでくれた「探究的な学習」に触

れ、自分の身近な地域や社会をより良いものに変革

していくため、「気づき」、「考え」、「行動する」こと

のできる生徒になって欲しいと話をしました。また、

新学期は自分を変えるチャンスでもあり、このタイ

ミングをいかして欲しいという思いを伝えました。 

翌４月８日（火）には第 78 回入学式が行われ、

新入生１６５名を仲間に迎えました。新２年生１７

８名、新３年生１８０名、全校生徒５２３名で令和

７年度の橋北中学校が船出しました。これまでより

少し小規模となった本校ではあります。教育は、学

校と家庭、地域がそれぞれの役割を果たしながら互いに協力して進めることが何より大切

と考えます。どうか橋北中学校の教育に温かいご理解とご協力をお願いいたします。私た

ち教職員は一丸となり、生徒たちの持てる力や良さを伸ばし発揮させることができるよう

取り組んでまいります。また、困ったときや辛いときには「教えて」「助けて」と言える関

係を大切に日々の教育活動を進めてまいります。 

４月９日（水）には新入生のオリエンテーションが行わ

れました。前半は各部活動の紹介、後半は橋北中学校での

一年間を生徒会の執行部が紹介しました。また、2年前から

進めている台湾の学校との交流活動についても紹介しまし

た。今年度も交流を続けていく予定です。 

４月１１日（金）にはタブレット端末の貸与式も行われ、

新入生の代表にタブレットを手渡しました。少し使い込ま

れた端末ではありますが、先輩たちが大切に使ってきたも

のです。さまざまな場面で活用していくこととなります。

大切に使って欲しいと思っています。 
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４月１５日（火）には前期生徒会役員・学級役員の認証

式及び生徒会役員の新旧交代セレモニーが行われました。

認証式では、この先、学校や学級の代表として役割を果た

していこうという意気込みを感じる返事が聞かれ、今後の

活躍が楽しみになりました。新旧交代セレモニーでは旧生

徒会役員一人ひとりから活動を通して考えたことや全校生

徒への思いが伝えられ、その思いは新役員に引き継がれました。後期の生徒会活動は表に

出ることが少ないものの、学校をより良くしようと他の学校や地域とつながりながら活動

を進めてくれたことが役員の言葉から分かりました。今年度も生徒会役員を中心に、生徒

議会や実行委員会が活発に活動し、生徒の手でより良い学校生活が築かれていくことを願

っています。 

４月２４日（木）には１年生対象の交通安全教室が行われま

した。前半は交通安全の講話を聞き、その後、今年初めての試

みでありますが、自転車シミュレーターを使っての安全で正し

い自転車の乗り方について体験をしました。まだまだ自転車に

乗ることもふらふらと心配そうな人も少なくありません。また、この校区は鉄道や幹線道

路があり、車両も歩行者も非常に多いところにあります。あらためてこの日学んだことを

いかし、交通安全に留意した登下校を行って欲しいと願っています。  

 部活動では４月２２日（火）から仮入部が始まり、上級生も張り切って活動を行ってい

ます。また、中体連の春季大会をはじめ、協会等の大会が

各地で開催され生徒たちの活躍が報告されています。ぜひ、

機会がありましたら、生徒たちのがんばる姿をご覧いただ

ければと思います。お家では見せない姿が見られるのでは

ないでしょうか。次回の学校だよりでは大会等の結果もお

届けしたいと思っております。 

来年度の後半から、部活動の在り方が変わろうとしています。まだまだ未確定の部分が

多くありますが、順次、教育委員会より詳細が伝えられることと思います。今年度は引き

続き学校部活動を継続することとしており、本校も昨年度同様に各部の活動を行っていき

ます。 

 

 

 

 

 

毎朝、正門近くの交差点に立って生徒たちが登校する様子を見守っています。まだ
まだ自転車での登校に慣れていない 1年生、ちょっぴり余裕が感じられる２年生や貫
禄の３年生。みんな気持ちよくあいさつを返してくれます。 
私自身、橋北中学校に勤務し、３年目となりました。中学生と混ざって、多くの小
学生の姿をこれまで見守ってきました。２年前、ランドセルを背負って元気よく挨拶
してくれたいた子たちが、今、中学生として活動している姿を見るのは何とも言えな
い感動があります。ようこそ、橋北中学校へ！ 


